
JP  6562986  B2  2019.8.21

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　使い捨て可能な素材で形成され、茶葉が入れられる第１の容器と、

　使い捨て可能な素材で形成され、前記第１の容器の内側に重ね合わすことができ、側面

にのみ開口が設けられた第２の容器と、

を備え、

　可動部が生じるような切り込みにより前記開口が形成され、前記可動部が前記第２の容

器の内側に折り込まれる構造を有することを特徴とする簡易茶器。

【請求項２】

　使い捨て可能な素材が紙または樹脂である請求項１に記載の簡易茶器。

【請求項３】

　前記第２の容器の底部の裏に吸水部材が設けられている請求項１または２に記載の簡易

茶器。

【請求項４】

　使い捨て可能な素材で形成された第１の容器に適量の茶葉および湯を入れ、湯全体に茶

葉を拡散させ、湯に茶葉のエキスを抽出する工程と、

　側面にのみ開口が設けられた第２の容器を前記第１の容器の内側に重ね合わせ、茶葉の

エキスが抽出された湯を第２の容器の内部に流入させるとともに、第１の容器の底部と第

２の容器の底部との間に茶葉を閉じ込める工程と、

　を備え、
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　 可 動 部 が 生 じ る よ う な 切 り 込 み に よ り 前 記 開 口 が 形 成 さ れ 、 前 記 可 動 部 が 前 記 第 ２ の 容

器 の 内 側 に 折 り 込 ま れ る 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 茶 の 煎 れ 方 。

【 請 求 項 ５ 】

　 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 が 紙 ま た は 樹 脂 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 茶 の 煎 れ 方 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 ２ の 容 器 の 底 部 の 裏 に 吸 水 部 材 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 茶 の

煎 れ 方 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 簡 易 に 茶 を 抽 出 す る こ と が で き る 茶 器 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 簡 易 に 茶 を 煎 れ る 方 法 と し て は 、 い わ ゆ る テ ィ ー バ ッ グ を 用 い る 方 法 や 、 茶 こ し

を 湯 の み に 設 置 す る 方 法 な ど が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ４ ６ １ ８ ７

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 テ ィ ー バ ッ グ を 用 い る 場 合 に は 、 茶 葉 が 袋 に 閉 じ 込 め ら れ て い る た め 、 湯 を 入 れ た と き

に 茶 葉 に 湯 が 十 分 に 触 れ ず 、 味 や 香 り が 物 足 り な い も の と な る 。 ま た 、 茶 葉 を 袋 詰 め す る

際 に 機 械 が 使 用 さ れ る た め 、 １ 杯 当 た り の コ ス ト が 割 高 と な る 。 一 方 、 先 行 文 献 １ の よ う

な 茶 こ し を 用 い る と 、 茶 葉 に 湯 が 接 し 続 け る た め 、 湯 に 茶 葉 の 余 分 な エ キ ス が 流 れ 出 て し

ま い 、 二 煎 目 を お い し く 煎 れ る こ と が 難 し く な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う に 、 従 来 の 簡 易 に 茶 を 煎 れ る 方 法 は 、 簡 易 さ の み に 重 点 が 置 か れ て お り 、 茶 を

よ り お い し く 煎 れ る こ と に つ い て 目 が 向 け ら れ て い な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は こ う し た 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 手 軽 に 茶 を 煎 れ る こ

と が で き る 茶 器 に お い て 、 茶 を よ り お い し く 煎 れ る こ と が で き る 技 術 の 提 供 に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の あ る 態 様 は 、 簡 易 茶 器 で あ る 。 当 該 簡 易 茶 器 は 、 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 で 形 成 さ

れ 、 茶 葉 が 入 れ ら れ る 第 １ の 容 器 と 、 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 で 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 容 器 の

内 側 に 重 ね 合 わ す こ と が で き 、 側 面 に 開 口 が 設 け ら れ た 第 ２ の 容 器 と を 備 え る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 態 様 の 簡 易 茶 器 に お い て 、 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 が 紙 ま た は 樹 脂 で あ っ て も よ い 。 前

可 動 部 が 生 じ る よ う な 切 り 込 み に よ り 前 記 開 口 が 形 成 さ れ 、 前 記 可 動 部 が 前 記 第 ２ の 容 器

の 内 側 に 折 り 込 ま れ る 構 造 を 有 し て も よ い 。 ま た 、 前 記 第 ２ の 容 器 の 底 部 の 裏 に 吸 水 部 材

が 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 茶 の 煎 れ 方 で あ る 。 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 で 形 成 さ れ た 第 １ の 容 器

に 適 量 の 茶 葉 お よ び 湯 を 入 れ 、 湯 全 体 に 茶 葉 を 拡 散 さ せ 、 湯 に 茶 葉 の エ キ ス を 抽 出 す る 工

程 と 、 側 面 に 開 口 が 設 け ら れ た 第 ２ の 容 器 を 前 記 第 １ の 容 器 の 内 側 に 重 ね 合 わ せ 、 茶 葉 の

エ キ ス が 抽 出 さ れ た 湯 を 第 ２ の 容 器 の 内 部 に 流 入 さ せ る と と も に 、 第 １ の 容 器 の 底 部 と 第

２ の 容 器 の 底 部 と の 間 に 茶 葉 を 閉 じ 込 め る 工 程 と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 態 様 の 茶 の 煎 れ 方 に お い て 、 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 が 紙 ま た は 樹 脂 で あ っ て も よ い 。

前 記 第 ２ の 容 器 の 側 面 に 設 け ら れ 、 可 動 部 が 生 じ る よ う な 切 り 込 み に よ り 茶 の 煎 れ 方 が 形

成 さ れ 、 前 記 可 動 部 が 前 記 第 ２ の 容 器 の 内 側 に 折 り 込 ま れ る 構 造 を 有 し て も よ い 。 前 記 第

２ の 容 器 の 底 部 の 裏 に 吸 水 部 材 が 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 な お 、 上 述 し た 各 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ た も の も 、 本 件 特 許 出 願 に よ っ て 特 許 に よ る 保

護 を 求 め る 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ う る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 に か つ よ り お い し く 茶 を 抽 出 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 図 １ （ ａ ） は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 簡 易 茶 器 の 部 材 と し て 用 い ら れ る 第 １ の 容 器 の

側 面 図 で あ る 。 図 １ （ ｂ ） は 、 第 １ の 容 器 を 水 平 面 と 直 交 す る 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図

で あ る 。 図 １ （ ｃ ） は 第 １ の 容 器 の 内 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 、 第 ２ の 容 器 の 側 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） は 、 第 ２ の 容 器 を 水 平 面

と 直 交 す る 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｃ ） は 、 第 ２ の 容 器 の 底 部 を 正 面 視

し た と き の 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ （ ａ ） ～ 図 ３ （ ｄ ） は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 茶 の 煎 れ 方 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ

る 。

【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｃ ） は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 茶 の 煎 れ 方 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ

る 。

【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 の 第 ２ の 容 器 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 １ の 容 器 の 内 側 に 第 ２ の 容 器 を 挿 入 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 す べ て の 図 面 に お い て 、

同 様 な 構 成 要 素 に は 同 様 の 符 号 を 付 し 、 適 宜 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 実 施 形 態 １ ）

　 本 実 施 形 態 の 簡 易 茶 器 は 、 第 １ の 容 器 お よ び 第 ２ の 容 器 を 含 む 。 第 １ の 容 器 お よ び 第 ２

の 容 器 は と も に 使 い 捨 て 可 能 な 素 材 で 形 成 さ れ る 。 当 該 素 材 と し て 、 紙 や プ ラ ス チ ッ ク な

ど の 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。 当 該 素 材 が 紙 の 場 合 、 第 １ の 容 器 お よ び 第 ２ の 容 器 は い わ ゆ る 紙

コ ッ プ で あ り 、 両 面 に ラ ミ ネ ー ト 加 工 が 施 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ （ ａ ） は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 側 面 図 で あ る 。 図 １ （ ｂ ） は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ を 水 平

面 と 直 交 す る 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。 図 １ （ ｃ ） は 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 部 を 示

す 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 底 部 ２ ２ を 縁 取 る 脚 部 ２ ４ に よ り 第 １ の 容

器 ２ ０ の 底 部 ２ ２ と 台 面 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 壁 に 適 量 の 茶 葉 を 入 れ る 目 安 と な る ラ イ

ン ２ ６ が 描 か れ て い る 。 ま た 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 壁 に は 、 適 量 の 湯 を 入 れ る 目 安 と な る

ラ イ ン ２ ８ が 描 か れ て い る 。 こ れ に よ り 、 茶 葉 に 対 し て 適 切 な 量 の 湯 で 茶 を 抽 出 す る こ と

が で き る 。 茶 葉 お よ び 湯 の 適 量 は 、 使 用 す る 茶 葉 の 種 類 に も よ る が 、 た と え ば 、 湯 ２ ０ ０

ｍ ｌ に 対 し て 茶 葉 ４ ｇ で あ る 。 な お 、 茶 を お い し く 煎 れ る た め に は 、 湯 ２ ０ ０ の 温 度 を 使

用 す る 茶 葉 に 応 じ た 適 温 と す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 壁 に 紙

10

20

30

40

50



(4) JP  6562986  B2  2019.8.21

状 の 温 度 計 を 貼 り 付 け て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 茶 葉 の 扱 い に 慣 れ て い な い ユ ー ザ で あ っ

て も 、 適 量 の 茶 葉 お よ び 湯 、 適 温 の 湯 に て お い し く 茶 を 煎 れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ （ ａ ） は 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 側 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） は 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 水 平

面 と 直 交 す る 面 で 切 断 し た と き の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｃ ） は 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 ３

２ を 正 面 視 し た と き の 図 で あ る 。 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 全 体 形 状 は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 全 体 形

状 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 側 面 に は 複 数 の 開 口 ８ ０ が 形

成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 台 に 置 い た 場 合 の 鉛 直 方 向 に 開 口 ８ ０

が 所 定 間 隔 で ３ 箇 所 形 成 さ れ て お り 、 こ の よ う な 列 の 開 口 ８ ０ が 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 を

正 面 視 し た と き に 、 約 ９ ０ 度 ご と の ４ 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 具 体 的 に は 、 開 口 ８ ０ は 、 略 平 行 な ２ 本 の 切 れ 込 み ８ ２ 、 ８ ４ と 、 切 れ 込 み ８ ２ 、 ８ ４

の 中 点 間 を 結 ぶ 切 れ 込 み ８ ６ に よ り 形 成 さ れ 、 切 れ 込 み ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ６ に よ り 動 か す こ

と が で き る 可 動 部 と し て の 折 り 込 み 部 ８ ７ 、 ８ ８ が 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 内 側 に 折 り 込 ま れ て

い る 。 な お 、 開 口 ８ ０ は 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 側 面 の み に 設 け ら れ 、 底 部 ３ ２ に は 開 口 が 形 成

さ れ な い 。 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 素 材 と し て 紙 や 樹 脂 を 用 い る こ と に よ り 、 カ ッ タ ー な ど の 刃

物 で 開 口 ８ ０ を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 開 口 ８ ０ の 数 や 位 置 は 特 に 限 定 さ れ な い が

、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 高 さ の 半 分 よ り 下 の 側 面 に 設 け る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 ３ ２ を 縁 取 る 脚 部 ３ ４ に よ り 第

２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 ３ ２ と 台 面 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 後 述 す る よ う に 、 茶 を 煎 れ る

際 に 、 こ の 隙 間 が 茶 葉 を 閉 じ 込 め る た め の 空 間 と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ３ （ ａ ） ～ 図 ３ （ ｄ ） お よ び 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｃ ） は 、 実 施 形 態 １ に 係 る 茶 の 煎 れ

方 を 示 す 工 程 概 略 図 で あ る 。 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 述 し た 第 １ の 容 器 ２ ０ お

よ び 第 ２ の 容 器 ３ ０ か ら な る 簡 易 茶 器 を 用 意 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ に 適 量 の 茶 葉 ４ ０ を 入 れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ に 適 量 の 湯 ５ ０ を 入 れ る 。 第 １ の 容 器

２ ０ に 湯 ５ ０ が 入 れ ら れ 、 し ば ら く 経 つ と 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 湯 ５ ０ 全 体 に 茶 葉

４ ０ が 拡 散 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 茶 葉 ４ ０ に 含 ま れ る エ キ ス を 湯 ５ ０ に 抽 出 す る た め に 適 し た 時 間 載 置 し た 後 、 図 ４ （ ａ

） に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 側 に 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 挿 入 し 、 第 １ の 容 器 ２ ０ と 第

２ の 容 器 ３ ０ と を 重 ね 合 わ せ る 。 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 挿 入 位 置 は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に

、 第 ２ の 容 器 ３ ０ が 第 １ の 容 器 ２ ０ 内 で 動 か な く な る 位 置 で あ る 。 な お 、 第 ２ の 容 器 ３ ０

の 全 体 形 状 は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 全 体 形 状 と 同 様 で あ る た め 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 壁 面 と 第

２ の 容 器 ３ ０ の 壁 面 と の 間 に 余 分 な 隙 間 が 形 成 さ れ な い 。 第 １ の 容 器 ２ ０ に 入 れ ら れ た 茶

葉 ４ ０ は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 底 部 ２ ２ と 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 ３ ２ と の 間 の 隙 間 に 閉 じ 込

め ら れ る 。 つ ま り 、 第 １ の 容 器 ２ ０ に 入 れ ら れ た 茶 葉 ４ ０ は 余 分 な 湯 ５ ０ と 接 し な い 状 態

と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 側 に 第 ２ の 容 器 ３ ０ が 挿 入 さ れ る と 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ に 設 け ら れ た

各 開 口 を 経 由 し て 第 １ の 容 器 ２ ０ か ら 第 ２ の 容 器 ３ ０ 内 に 湯 ５ ０ が 流 入 す る 。 開 口 は 第 ２

の 容 器 の 側 面 の み に 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 底 部 ３ ２ は 茶 葉 ４ ０ を 閉 じ 込 め る

蓋 の 役 割 を 果 た し て い る た め 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ 内 に 茶 葉 ４ ０ が 混 入 せ ず 、 主 に 湯 ５ ０ が 流

入 す る 。 こ の と き 、 開 口 ８ ０ を 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 高 さ の 半 分 よ り 下 の 側 面 に 設 け る こ と に
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よ り 、 効 率 的 に 湯 ５ ０ を 第 ２ の 容 器 ３ ０ 内 に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 観 点 か ら 、 開

口 ８ ０ の 位 置 は 、 容 器 ３ ０ の 側 面 の で き る だ け 低 い 位 置 （ た だ し 、 脚 部 ３ ２ よ り 上 方 ） に

あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 鉛 直 方 向 に 開 口 ８ ０ が 複 数 設 け ら れ る 場 合 に 、 下 部 に あ る 開

口 ８ ０ ほ ど 、 開 口 面 積 が 小 さ く な る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 茶 場 ４ ０ が 第 ２ の

容 器 ３ ０ に 混 入 す る こ と を 抑 制 し つ つ 、 湯 ５ ０ を 第 ２ の 容 器 ３ ０ に 効 率 的 に 流 入 さ せ る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 何 ら か の 理 由 で 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ に 一 旦 流 入 し た 湯 ５ ０ が 逆 流 し よ う と し て も 、

図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う な 折 こ み 部 ８ ７ 、 ８ ８ が 逆 止 弁 の 役 割 を 果 た す た め 、 湯 ５ ０ の 逆

流 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 ２ の 容 器 ３ ０ に 流 入 し た お 茶 エ キ ス を 含 む 湯 ５ ０ は 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 湯 飲

み ７ ０ に 移 さ れ る 。 湯 飲 み ７ ０ を 用 い ず に 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 第 １ の 容 器 ２ ０ に 挿 入 し た

状 態 で 、 湯 ５ ０ を 飲 ん で も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 二 煎 目 を 煎 れ る 場 合 に は 、 第 １ の 容 器 ２ ０ に 挿 入 さ れ た 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 取 り 外 し た 後

、 図 ３ （ ｃ ） 以 下 の 工 程 を 繰 り 返 す 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 実 施 形 態 の 簡 易 茶 器 １ ０ に よ れ ば 、 少 な く と も 以 下 の 効 果 が 奏 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 １ の 容 器 ２ ０ お よ び 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 使 い 捨 て 素 材 で 形 成 す る こ と に よ り 、 場 所 を 選

ば ず 茶 を 簡 易 に 煎 れ る こ と が で き 、 か つ 飲 み 終 わ っ た 後 に 第 １ の 容 器 ２ ０ お よ び 第 ２ の 容

器 ３ ０ を 捨 て る だ け で よ い た め 、 後 片 付 け の 手 間 が か か ら な い 。 特 に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ お

よ び 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 紙 コ ッ プ で 形 成 す る こ と に よ り 、 コ ス ト を 大 幅 に 抑 え つ つ 、 茶 を 煎

れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 第 １ の 容 器 ２ ０ に 湯 を 注 い だ と き に 、 湯 全 体 に 茶 葉 が 広 が る こ と に よ り 、 茶 葉 一 つ 一 つ

が 湯 に 適 切 に 接 す る こ と が で き る た め 、 茶 本 来 の 味 わ い を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 １ の 容 器 ２ ０ お よ び 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 容 量 を 大 型 化 し 、 第 １ の 容 器 ２ ０ に 入 れ ら れ る

茶 葉 の 量 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 必 要 に 応 じ た 量 の 茶 を 一 度 に 煎 れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 側 に 重 ね 合 わ せ 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 側 面 に 設 け ら

れ た 開 口 ８ ０ か ら 、 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た エ キ ス を 含 む 湯 を 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 内 部 に 移 動 さ

せ る と と も に 、 茶 葉 を 第 １ の 容 器 ２ ０ の 底 部 と 第 ２ の 容 器 の 底 部 と の 間 に 閉 じ 込 め る こ と

に よ り 、 抽 出 後 の 茶 葉 ４ ０ が 余 分 な 湯 ５ ０ と 触 れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た

め 、 一 煎 目 で 使 用 さ れ た 茶 葉 ４ ０ か ら 余 計 な 茶 エ キ ス が 抽 出 さ れ る こ と が 抑 制 さ れ る た め

、 二 煎 目 の 茶 を よ り お い し く 煎 れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 内 側 に 折 り 込 ま れ た 折 り 込 み 部 ８ ７ 、 ８ ８ が 逆 止 弁 の よ う な 働 き を す

る こ と に よ り 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ に 流 入 し た 湯 が 逆 流 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ 実 施 形 態 ２ ）

　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 底 部 ３ ２ の 裏

に 吸 水 部 材 ９ ０ が 設 置 さ れ て い る 。 吸 水 部 材 ９ ０ は 、 た と え ば 、 ウ レ タ ン シ ー ト で あ る 。

吸 水 部 材 ９ ０ は 、 接 着 剤 な ど を 用 い ず に 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 裏 面 形 状 に 合 わ せ て 成 形 し 、

第 ２ の 容 器 ３ ０ の 裏 面 に 填 め 込 む と よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 の 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 用 い る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 容 器 ２ ０ の 内 側 に

第 ２ の 容 器 ３ ０ を 挿 入 し て 茶 を 煎 れ 終 わ っ た 状 態 の と き 、 余 分 な 湯 ５ ０ な ど の 水 分 が 吸 水
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部 材 ９ ０ に 吸 い 取 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 茶 葉 ４ ０ の 劣 化 が 抑 制 さ れ 、 二 煎 目 も 風 味 を 損 な

わ ず 、 お い し く 煎 れ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の 容 器 ３ ０ を 取 り 外 し た と き 、 第 １ の 容

器 ２ ０ 内 に 水 分 が ほ と ん ど 残 ら な い た め 、 第 １ の 容 器 ２ ０ を 傾 け て も 水 分 を こ ぼ さ ず に 済

む 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 の 知 識 に 基 づ い て 各 種

の 設 計 変 更 等 の 変 形 を 加 え る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の よ う な 変 形 が 加 え ら れ た 実 施 形 態 も

本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ う る も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 た と え ば 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 、 Ｈ 字 状 の 切 れ 込 み に よ り 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 側 面 に 開

口 を 形 成 し て い る が 、 開 口 の 形 成 方 法 は こ れ に 限 ら れ な い 。 た と え ば 、 三 角 形 の ２ 辺 に 切

れ 込 み を い れ 、 可 動 部 と な る 三 角 形 を 第 ２ の 容 器 ３ ０ の 内 側 に 折 り 込 ん で も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

２ ０ 　 第 １ の 容 器 、 ２ ２ 　 底 部 、 ２ ４ 　 脚 部 、 ３ ０ 　 第 ２ の 容 器 、 ３ ２ 　 底 部 、 ３ ４ 　 脚

部 、 ４ ０ 　 茶 葉 、 ５ ０ 　 湯 、 ７ ０ 　 湯 飲 み 、 ８ ０ 　 開 口

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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